
  
学校教育目標：自ら学びをつくり、たくましく生きる力と 
        豊かな心を持った子どもを育てる 

 
「あんしん あったか やさしく 元気！！」な学校を目指して 

          

 ２０２０年３月は、子どもが学校にいない１ヶ月になりました。 

それぞれのご家庭で感染予防をし、工夫して過ごしていただけている

ことと思います。 

この休校により、予定されていた活動ができなくなりました。６年生は卒業に向

けて、６年間を振り返ったり、周りの関わってくださった方々に感謝の気持ちを表

したりする機会がなくなりました。５年生にとっては、３月は卒業生を在校生代表

として送り、委員会の仕事を引き継ぎ、仲間と協力して最上級生になることへの気

持ちを高める期間になるはずでした。お別れ式を中心になって行う４年生や他の学

年にとっても、進級に向けて学習のまとめをし、次の学年へ心の準備をする大事な

時期でした。けれども、そういった活動ができなくても、今の状況を子ども達は敏

感に感じ取り、それぞれの学年なりに考え、成長していくことと思います。大人が

いろいろ対応し、困っている様子を見て、感じていることがあるのだと思います。

新学期は、そんな子ども達に寄り添って各学年指導していきたいと思います。３月

５日に登校した子ども達は皆笑顔でした。この先の状況はわかりませんが、４月に

子ども達の笑顔が学校に戻ってくることを願っています。 

卒業生のみなさん ご卒業おめでとうございます。 

 

 

□学習について  

３月５日に教育委員会から配布されたプリントにもありますが、３学期の評価は

２月２８日までの活動について行っております。したがって、今回お渡しする「そ

だち」では、未履修により評価できなかった項目には斜線を引いてあります。年度

内に学習できなかった内容については、新学年担当にきちんと引き継ぎをし、新年

度に復習を含め学習する予定です。６年生に関しては、未履修内容を中学校の学習

の中で補うことができるよう、中学校と連携してまいります。 

 

□来年度の学級数について 

 現在のところ、全学年４クラス、湘南台学級は３クラスを予定していますが、ど

の学年も転出転入により、学級数が増減する可能性があります。急な転出や転入の

情報等ありましたら、すぐに学校までお知らせください。ご協力をお願いいたしま

す。 
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□新年度について  

 ・新年度に使う教科書もありますので、すぐには捨てないでください。 

  ・新しい学級連絡網をもらうまでは現在のものを使いますので、取って置いてく  

ださい。 

  ・緊急連絡メールの学年は、４／１に更新されます。 

 

□３学期の活動から  

 

３年昔の道具講座 

６年生を送る会 

 

４年ＡＥＤ講習会 

◇４月の主な行事予定◇ 

 

  ６日（月） 始業式、着任式、入学式 

  ９日（木） ２～６年生給食開始 ６年内科 ５年計測 

  １０日（金） ６年計測 

  １３日（月） 尿検査（１次）４年計測 

  １４日（火） ３年計測 

  １５日（水） ２年計測 

  １６日（木） ３・４・５年歯科 

  １７日（金） 委員会活動 ３年内科 湘学計測・視力 

  ２０日（月） １年給食開始 １年計測  

  ２１日（火） ５年視力 

 ２２日（水） ４・５・６年授業参観懇談会  ３年視力 

 ２３日（木） ２・３年授業参観懇談会 １年心臓検診 ４年視力検査 

 ２４日（金） １年・湘南台学級懇談会 

 ２７日（月） １年視力  

ＰＴＡ第１回定例会（視聴覚室・図工室１０：３０～１２：３０） 

  ２８日（火） ６年視力 

５月１日（金）先生方の研究会のため４校時まで 

 

＊新型コロナウィルスへの対応のため、変更や中止等の可能性があります。

決まり次第お知らせします。 



□２０１９年度 学校づくりアンケートについて 

 先日、３年・５年・湘南台学級の保護者、２・４年の児童、教職員、学校評議員

の皆様にご協力頂き、学校づくりアンケートを実施しました。 

このアンケートは１年間の教育活動を見直すとともに、次年度へ向け、教育活動を

より良くしていくために参考とさせて頂くものです。お忙しい中でのご協力ありが

とうございました。 

 皆様からのアンケートより、以下のような結果を得ましたのでご報告致します。 

（Ａ･･･とても思う、Ｂ･･･そう思う､Ｃ･･･あまり思わない、Ｄ･･･思わない） 

 

〈児童のアンケートより〉 

○「先生や友達、学校に来られた方に挨拶やきちんとした言葉遣いができている」 

 は、ＡとＢを合わせて９５％と高く、次に「学習にまじめに取り組んでいる」が  

９３％、「掃除をしっかりやっている」が９２％、「学校で楽しく活動できる」 

が９０％と高い割合でした。充実した学校生活を送っているという実感があるこ 

とが伺われます。また、「自分の目標を決めて取り組んでいる」児童も９３％と 

高く、習い事等学校外での活動も含め、目標を持って行っている児童が多いよう 

です。 

○一方、「身の回りの整理整頓がしっかりできている」「教室や廊下をきちんと歩 

くことができている」は、昨年度同様に低い傾向で、７０％台でした。子どもた 

ち自身も意識はしているようですが、引き続きの課題です。 

 

〈保護者のアンケートより〉 

○児童アンケートと対照的に、「学校は子どもたちが丁寧な言葉遣いや挨拶ができ 

るよう取り組んでいる」の項目では、６８％と一番低い評価でした。保護者の意 

識と児童の意識が一番乖離している項目です。学校生活の中では挨拶ができてい 

ても、学校を離れるとまだまだ不十分ということでしょうか。言葉遣いの乱れに 

ついては、校内でも意識付けをしていく必要があるようです。 

○「学校は行事などの多様な学習活動を実践している」「学校生活を通じた子ども 

の成長を感じている」割合はいずれも９０％を超えており、学校での学習活動や 

行事等で成長している姿を実感して頂いているようです。 

○「学校の教育方針が『あんしん あったか やさしく 元気！』であることを知 

っている」は、７０％とやや低めでした。また、「学校は、事故や怪我を防ぐた 

めの安全指導を行っている」割合が８５％と他の項目より低めでした。アンケー 

トにいただいたご意見を真摯に受け止め、児童が安全に過ごし、安心して通える 

学校を目指して、来年度の取り組みに生かしたいと思います。 

 

〈教職員の自己評価〉 

○児童一人一人への支援の必要性を感じているが、十分な時間が取れず、もどかし 

さを感じる。働き方改革により、職員の業務の負担を減らすことで、子どもへ関 

わる時間の確保をしていきたい。 

○校内研究においては、新指導要領の完全実施に向けて教科を絞るなど各学年の実 



態に合わせた取り組みを強化することができた。お互いの授業を見合い、研究を 

深めようとする姿勢を今後も持ち続けたい。 

○児童支援担当教諭が配置され、チームで関わることの効果を全教職員が感じてい 

る。児童支援担当と校内の支援体制との関わりを整理するとともに、支援ルーム 

の使い方や、児童支援のあり方について、全教職員の共通認識が必要である。 

○地域との関わりの点では、その必要性を多くの職員が感じ、地域との連携を意識 

して行っているが、その反面、休日出勤も多くなり、負担軽減が課題である。 

 

〈学校評議員の皆様からのご意見・ご感想〉 

○子ども達の登下校の様子など見かけます。明るく元気な姿を微笑ましく思ってい 

ます。いろいろと大変なこともあると思いますが、今まで通り子ども達を温かく 

見舞ってほしいと思います。 

○楽しく力の付く授業作りを目指して授業研究に力を入れている様子が窺えまし 

た。未来の宝である子ども達です。先生、保護者、地域で見守り、一人残らず輝 

いてほしいと思います。 

○毎回送られてくる学校だよりを大変楽しみにしております。学校と関わることで 

年齢を重ねても学ぶことがあり、評議員になれたことをうれしく思います。 

○ＨＰ等情報発信を更にされると学校の様子がよくわかると思います。職員の皆さ 

んのご尽力に感謝します。責任もあり、勤務も大変だと思いますが、微力ながら 

応援しています。 

   

多くの貴重なご意見をありがと

うございました。反省すべきところ

は反省し、進めるべきところは進

め、来年度も、「あんしん あった

か やさしく 元気」な学校を目指

して取り組んでまいります。 

 

□１年間ありがとうございました 

今年度も、保護者の皆様、おはよ

うボランティアの皆さん、図書ボラ

ンティアの皆さん、スクールサポー

ターさん、スクールガードリーダー

さん、老人会の皆様、うちゅう家族

まもり隊の皆様、まるた小屋、児童

クラブ他たくさんの地域の皆様に

見守っていただきました。今回この

ような状況をお察しいただき、温か

いお言葉もたくさんいただきまし

た。ありがとうございました。来年

度も引き続きよろしくお願いいた

します。 


